
アベノミクスによろしく
 

安倍政権の経済政策、「アベノミクス」。
最近ではめっきり聞かなくなりましたが、昨年、一昨年はこの言葉をよく耳にした気がします。

先日、「アベノミクスによろしく」という本を読みました。昨年10月に出版された本で、筆者は、私たちと同じ埼玉弁護士会に所属して
いる明石順平弁護士です。

政府や国際機関が公表している沢山のデータを用いて、難しい経済の問題を何でも知っているモノシリ生物モノシリンと太郎君との会話形
式でかなり平易に解説しています。また、漫画「ブラックジャックによろしく」を使用して読者のインパクトに残るように工夫されていま
す。

個人的には、アベノミクス第１の矢の金融緩和の失敗について、「食欲が全然ない人の前に、思いっきり食べ物を積み上げるようなことだ
よね」と説明している箇所が印象に残りました。

アベノミクスの大失敗についてよく分かりますので、みなさまも是非ご一読ください。

弁護士　鴨田譲

https://saitamasogo.jp/archives/73946


 

 

6/29（金）心、おだやかな日々、子らへ、手渡すための第8
回報告＆意見交換の集い＠所沢・「廃棄、隠ぺいの『自衛隊日報』
から考える」学習会
心、おだやかな日々、子らへ、手渡すための第8回報告＆意見交換の集い＠所沢にて学習会「廃棄、隠ぺいの『自衛隊日報』から考える」
が開催されます。
講師は、当事務所の伊須慎一郎弁護士です。
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是非ご参加ください。

激動の地球でこころおだやかさ、どうバトンタッチできる！

 

廃棄、隠ぺいの「自衛隊日報」から考える

◆講師
伊須慎一郎弁護士
安保法制違憲訴訟埼玉弁護団・事務局長

◆日時
２０１８年６月２９日（金）１８：００～２０：３０

◆会場
新所沢公民館　学習室１号←クリックすると地図が出ます。
西武新宿線　新所沢駅徒歩８分

◆参加費（資料代）
５００円

◆主催
西埼玉違憲訴訟のつどい実行委員会

◆共催
安保法制違憲訴訟埼玉の会

◆お問い合わせ
西埼玉違憲訴訟のつどい実行委員会
鴨川（090-4392-9071）、門坂（080-3086-6700）、稲津（04-2939-5467）
小牧（080-5544-0714）、立川（090-2635-8840）、沼尾（080-1101-8072）

https://saitamasogo.jp/isushinichiro
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ちらしはこちら⇒心、おだやかな日々、子らへ、手渡すための第8回報告＆意見交換の集い＠所沢・  『廃棄、隠ぺいの「自衛隊日報」か
ら考える』学習会

6/21（木）安保法制違憲訴訟2018連続学習会・ 新安保
法制で変わる自衛隊の実態のお知らせ
安保法制違憲訴訟埼玉の会、安保法制違憲訴訟弁護団が学習会を行います。是非ご参加ください。

Ｑ．集団的自衛権行使を認めた新安保法制で、自衛隊はどう変わったの？変わるの？

Ｑ．シビリアンコントロール（文民統制）はどうなってるの？

Ｑ．イラク派遣の日報、南スーダンの日報隠ぺい問題で、何が隠されているの？

Ｑ．南スーダンＰＫＯ派遣で自衛隊員が戦闘に巻き込まれるリスクは？

Ｑ．朝霞駐屯地の新設された陸上総隊とは？

Ｑ．島嶼防衛は必要？

Ｑ．日本が紛争に巻き込まれる蓋然性は？

私たちは主権者として知らなければならないことを学びましょう！

 

新安保法制で変わる自衛隊の実態

◆講師
半田　滋さん（東京新聞論説兼編集）
プロフィール：１９５５年生まれ。９１年中日新聞社入社。東京新聞論説兼編集委員。
獨協大学非常勤講師。９２年より防衛庁取材担当。２００７年東京新聞・中日新聞連載の「新防人考」で第１３回平和・協同ジャーナリス
ト基金（大賞）を受賞。
著書：「零銭パイロットからの遺言ー原田要が空から見た戦争」（講談社）、「日本は戦争するのかー集団的自衛権と自衛隊」（岩波新書）
など多数。
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◆日時
２０１８年６月２１日（木）１８：１５～２０：３０

◆会場
浦和コミュニティセンター第１５集会室（浦和パルコ上９階）←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
５００円

◆主催
安保法制違憲訴訟埼玉の会、安保法制違憲訴訟弁護団

◆お問い合わせ
ＴＥＬ：０９０-１７０２-８９４４（白田）、０９０-４３７３-０９３７（石垣）

 

★傍聴（デモ）のお願い＆違憲訴訟・賛同人受付中
第９回口頭弁論　さいたま地裁（傍聴の抽選　午後２時３０分）
７月１１日（水）午後３時～（デモ浦和駅２時出発）
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ちらしはこちら⇒安保法制違憲訴訟2018学習会・ 新安保法制で変わる自衛隊の実態

パンダに呼ばれて
ついにパンダのシャンシャンを見てきました。

昔（私が小さい頃）からパンダは上野にいました（というか中国から来ました）。
でも、上野動物園でパンダを見た記憶がありません。それに、パンダを見に行きたいと思ったこともたぶんなかったと思います。

ところがなぜか、シャンシャンは見たくて、混雑覚悟、意を決して４月に見に行ってきました。
「客寄せパンダ」なんて言葉があるくらい、パンダは人気者ですが、本当に客を呼んでいました。
入場券を買うまでが最も根気を要するところですが、あとは整理券をもらって、時間まで他の動物を見ていればいい。なかなかいいシステ
ムだと思いました。

そして、いよいよ時間になり、ひとまとまりのグループで、ちょっとずつ、ずれながら、ちょっとだけ立ち止まって見ることができました。

来月には満１才を迎えるので、だいぶ大きくなったし、白い部分も薄黒い（ようなピンク色っぽいような）感じですが、
見に来た甲斐があると思わせる、なんとも愛くるしい姿で、癒やされました。

事務局Ｔ
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心臓やぶりの坂とつくしんぼ
裁判所にむかって坂を上っていきます。坂だと感じない方もいるかも知れませんが、坂です。
元気に出発したはずなのに、やっぱり坂のおわりあたりで、ついつい「ふう～」と息をついてしまいます。
ふと植え込みに目をやると、ん・ん・ん？くをれわっ！
「つくしんぼ」がツンと出てました。

つくしんぼって、土手やあぜ道に生えるものだと思っていたので、
すごい発見のような気がして、思わず写真を撮ってしまいました。
スギナがおおい茂っているので、毎春ツクツク生えていたのかもしれないけど。それまで気づきませんでした。

今年の春は早く過ぎ去ってしまいましたが、その坂の先、検察庁の植え込みにはハルジオンがぐいぐと伸びて花を咲かせ、
今は、白いかわいい花をつけたドクダミでいっぱいです。
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あ。地検に用があったんだっけ。

(事務局　松田)

 

AIと外国人労働者
最近、労働力不足とよく言われますが、一時は日本の労働者から仕事を奪うとも言われていたAIと外国人労働者が、今やこの労働力不足
改善を担うものとして注目されているように思います。
世の中の評判というものはわからないものですね。

そういえば、弁護士もAIに関する技術が進めば必要なくなる業種の１つとして挙げられていたのを見たことがあります。
確かに裁判例の検索などはAIの方が事案に適した裁判例を素早く見つけてくれるかもしれません。
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しかし、弁護士は前例に沿うだけではなく、時には前例を覆すことで多くの人を救済してきました。
その過程では依頼者たちと社会的な運動を行い、世論に働きかけたり、被害者の声を集めて、被害実態を裁判所に伝えたりしてきました。

果たしてこのようなことまでAIにできるのか私には疑問です。

AIにはなしえない人間臭い弁護活動やその結果下される人間臭い判決によって救済される人も多いと私は思います。

弁護士　鈴木　満

 

7/14（土）「実習生弁連の10年と今後の取組み」シンポジ
ウムのお知らせ
当事務所の鈴木満弁護士が所属する外国人技能実習生問題弁護士連絡会が設立１０周年を記念してシンポジウムを行います。是非ご参加く
ださい。

外国人技能実習生問題弁護士連絡会　設立１０周年記念シンポジウム
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「実習生弁連の10年と今後の取組み」
技能実習制度については、従来から、国際貢献という制度目的と実態の乖離、労働関係法令違反、人権侵害、中間詐取、送出し国における
保証金・保証人・違約金契約といった様々な問題が指摘されてきました。

実習生弁連は、２００８年、研修・技能実習制度で就労する労働者の権利を擁護するために、弁護士有志によって設立されました。
２００９年の入管法改正によって、新しい技能実習制度が導入されましたが、上記のような労働問題や人権問題が多数発生しました。その
ような状況下で、同制度を拡大する技能実習法が、２０１７年１１月１日に施工されました。

実習生弁連では、設立１０周年という節目となる今年、創立１０周年記念シンポジウムを開催いたします。シンポジウムでは、これまで実
習生弁連が取り組んできた事件を振り返り、技能実習制度をおさらいした後、現場で実習生の支援にあたっている方々からご報告を頂きま
す。その後、パネルディスカッションにおいて、同制度の問題点が新法施行により解消されているのか検証し、また、あるべき外国人受入
制度について議論します。

 

◆日時
２０１８年７月１４日（土）１４：００～１６：３０（開場１３：４５）

◆会場
国立オリンピック記念青少年総合センター　国際交流棟　国際会議室　←クリックすると地図が出ます

◆参加費
資料代　５００円（当日、受付でお支払い下さい）
※技能実習生：無料

◆申込方法
事前申込必要（ＦＡＸにて参加申込用紙のご送付をお願いします）

◆プログラム
（１）基調報告
①弁連のこれまでの取組み　指宿昭一（弁護士・実習生弁連共同代表）
②技能実習制度について　鳥井一平（移住連代表理事）

（２）報告
①岐阜アパレル　甄凱（ケンカイ）（岐阜一般労働組合）
②ビルマ人実習生　ミンスイ（在日ビルマ市民労働組合）、小山正樹（ＪＡＭ）
③愛知での取組み　榑松佐一（愛労連）
④新法の評価　旗手明（実習生権利ネット・自由人権協会）
⑤サプライチェーンの視点から　伊藤和子（弁護士・Ｈｕｍａｎ　Ｒｉｇｈｔｓ　Ｎｏｗ）

https://nyc.niye.go.jp/train/


（3）パネルディスカッション
テーマ:新法及び実習機構の評価・検証、あるべき外国人労働者受入制度
②技能実習制度について　鳥井一平（移住連代表理事）

 

◆お問い合わせ
弁護士　樋川 雅一（実習生弁連事務局）

ＴＥＬ：０４９－２２５－２２５４
ＦＡＸ：０４９－２２５－２１７４
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ちらしはこちら⇒7月14日実習生弁連10周年シンポチラシ
⇒参加申込用紙

7/29 （日）希望と連帯の社会をめざして～格差社会を乗り
越える財政とは～
公正な税制を求める市民連絡会設立3周年記念集会のお知らせです。
立命館大学の松尾匡さんの講演「財源はある、必要なのは政治的意志だ」、埼玉大学の高端正幸さんの講演「税とは何か？ 『分かち合い』
を実現するための財政社会学」のほか、竹信三恵子さん（ジャーナリスト）、宇都宮健児さんらが参加するパネルディスカッションが予定
されています。
貧困と格差の拡大、社会の分断に歯止めをかけ、互いに支えあい、尊厳ある生き方ができる社会にするにはどうすればよいのか、税や財政
をどうしていけばいいのか、一緒に考えましょう。

希望と連帯の社会をめざして～格差社会を乗り越える財政とは～

◆日時　２０１８年７月２９日（日）１４：００～１７：３０（１３：３０開場）
◆場所　主婦会館プラザエフ　８階スイセン
〒１０２－００８５ 　東京都千代田区六番町１５
＊JR四ツ谷駅麹町口（歩１分）・地下鉄南北線/丸の内線四ツ谷駅（歩３分）
＊地図は　→　こちら

◆プログラム
１４：００～　総会
１４：１５～１７：３０　設立記念集会
１４：１５～　シンポジウム
当事者報告
基調講演１　　松尾　匡さん「財源はある、必要なのは政治的意志だ」
基調講演２　　高端正幸さん「税とは何か？ 『分かち合い』を実現するための財政社会学」
休憩　　　　　　　　　　１０分
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１５：４５～　パネルディスカッション
松尾　匡さん　　　立命館大学教授
高端正幸さん 埼玉大学准教授
竹信三恵子さん　　和光大学教授、ジャーナリスト
宇都宮健児　　弁護士　公正な税制を求める市民連絡会 共同代表
猪股　正　　　弁護士　公正な税制を求める市民連絡会 事務局長

講師　松尾匡さん
立命館大学教授、１９６４年生まれ。専門は理論経済学、久留米大学教授を経て現職。著書に『この経済政策が民主主義を救う』（大月書
店）、『自由のジレンマを解く―グローバル時代に守るべき価値とは何か』（PHP新書） など

講師　高端正幸さん
埼玉大学准教授、１９７４年生まれ。専門は財政学、  新潟県立大学准教授等を経て現職。　　　　　　著書に『地域切捨て－生きていけ
ない現実』（共編著、岩波書店）、『福祉財政』（共編著、ミネルヴァ書房）など

◆資料代：１０００円（＊お支払いが難しい方は入場時にお声をおかけください。無料で資料をお渡しします。）

◆事前申込み不要

主　催　公正な税制を求める市民連絡会
連絡先　さいたま市浦和区岸町７－１２－１東和ビル４階　埼玉総合法律事務所　弁護士　猪股正
電話：048-862-0355 FAX：048-866-0425

チラシのダウンロードは　→　こちら

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
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伝統文化に寄席る・・・重い
ちょっとした勢いで、約２年前から三味線を習っています。ピアノなら初心者はバイエルから始めます。三味線も音を出すことから始める、
そこは常識破り。初日から、三味線の音階を二上りに合わせ、「武田節」の演奏です。前奏の後は「甲斐の山々～」から終わりまで、３回
目のお稽古では弾けるようになっています。歌も覚えます。先生からは「覚えが早い」とは言われますが、早いと上手は違います。上達は
亀並みであることを、自分ではよくわかっています。

日本の文化といえば「落語」
６月から８月にかけて４回、３人会、独演会に行くことが決まっています。一緒に行く友人がいます。この道にいわば引きずり込んだ人で
す。
古典落語は噺家によって解釈が異なり、それぞれ味わいがあります。古典は好きですが、
私の推しメンならぬ、「推し落語家」は新作が得意です。その落語家の演目をきいてから、
コロッケそば、芋じゃないよ、粉だよ
２代目バルタン星人
マッシュルームの缶詰、ローリエの葉っぱ、デミグラスソースの缶詰
が頭から離れません。癒やしですね。

これでプロ野球のナイター試合を観に行けたら最高です。人格は変わりますけれど、ご容赦を。

事務局　Ｎ
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日本人の姿
面会記録が明らかになっても、愛媛県知事が「嘘をつくな」と怒っても、
我が国のトップである安倍首相は心にもない「部下を信頼している」の一言で事の終わりを狙っている。

その首相国会発言の脇では「薄ら笑い」を浮かべているセクハラ麻生大臣。
「何を言おうとお前ら国民の声など無視すりゃ良いんだよ。どうせすぐに忘れるし、あきらめる」との魂胆が見えて、空恐ろしい、寒々と
した気持ちに襲われる。

こんなトップ人物の姿を見せつけられて、日本人の心はどこに行くのだろうか。
それとも、こんな姿を見ようとしない日本の現実があるのでしょうか。

それに引き換え、アメフト日大選手の潔い謝罪会見は、事の善悪はおくとしても何と爽やかな責任の取り方なのか、武士道の精神さえ感じ
る。

弁護士　梶山　敏雄
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